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利
　
用
　
者

地区社協ボラン
ティアセンター
調整・相談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ

地区社協ボランティアセンターの仕組み

依頼 要請

“できる”力

　

体
力
の
衰
え
や
病
気
な
ど
に
よ
り
、
庭
の
草
取
り
や
ご
み
出
し
な
ど
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
環
境
面
や
衛
生
面
で
問
題
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
地
域
の
た
す
け
あ
い
で
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

た
す
け
あ
い
は
地
域
の
チ
カ
ラ

～
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
～

　

井
原
市
に
は
、６
地
区
社
協
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
３
一
覧
参
照
）

　

そ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
に
対
し
て
、「
地
域
住
民

で
た
す
け
あ
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
」を

持
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
が
、地
区
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、高

齢
者
な
ど
が
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で

困
っ
た
時
に
、同
じ
地
域
の
人
と
い
っ

し
ょ
に
お
互
い
の〝
で
き
る
〟を
活
か

し
て
、ご
み
出
し
や
掃
除
、草
取
り
、話

し
相
手
な
ど
、一
回
ま
た
は
一
時
間
を
単

位
と
し
て
有
償
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

“
で
き
る
〟を
　
　
　
　

　
　
活
か
し
て
活
動
を

　

地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
活
動
拠
点
は
、
地
区
の
公
民
館
な
ど

で
実
施
し
て
い
る
赤
羽
根
カ
フ
ェ
の
開

催
日
に
合
わ
せ
て
窓
口
を
設
置
す
る
な

ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
各
地
区

で
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
た
西
江
原

地
区
社
協
の
「
か
ぶ
と
や
ま
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
で
も
、
歩
行
困
難
な
た

め
、
ご
み
出
し
に
困
っ
て
い
る
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
午
前
７
時

半
ご
ろ
に
お
宅
を
訪
問
し
、
顔
を
合
わ

せ
て
ご
み
を
受
け
取
り
、
集
積
所
ま
で

運
ん
で
い
ま
す
。
活
動
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
「
顔
を
見
て
受

け
取
れ
る
け
ぇ
、
安
否
確
認
で
き
る
。

話
を
し
な
が
ら
、
ほ
か
に
も
困
っ
と
る

こ
と
は
な
い
か
確
認
も
で
き
る
け
ぇ
、

え
え
仕
組
み
じ
ゃ
。
」
と
話
し
ま
す
。

　

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
ご
近
所
同

士
の
交
流
の
機
会
を
つ
く
り
、
手
伝
う

側
も
達
成
感
や
満
足
感
に
つ
な
が
り
ま

す
。

カフェといっしょ

ごみ出しボランティア

身
近
な
拠
点
と
　
　

　
　
　
　
活
動
紹
介
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【地区社会福祉協議会ボランティアセンター一覧】
地区社協名 名　称 拠　点 電　話 窓口開設日

出　部地区 出部おかげさまセンター 出部公民館 62-3960 毎週金曜日
（10時～12時）

井　原地区 たすけあいセンター 井原公民館 75-4360 毎週水曜日
（9時半～12時）

木之子地区 たすけあいネットワーク
「きのこ～る」 木之子公民館別館 62-8559 毎週木曜日

（10時～12時）

美　星地区 美星地区ボランティアセンター 美星老人憩の家
（希望苑）

080-
1634-7530

毎週木曜日
（13時～15時）

県　主地区 県主地区ボランティアセンター 県主公民館 65-2510 毎週月曜日
（10時～15時）

西江原地区 かぶとやまサポートセンター 西江原公民館 75-4367 毎週月曜日
（10時～12時）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
は
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、

利
用
す
る
側
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
が
お

互
い
に
顔
見
知
り
に
な
り
、
孤
立
や
孤

独
を
防
ぎ
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
行
う

住
民
主
体
の
た
す
け
あ
い
活
動
が
広
が

る
こ
と
で
、
災
害
な
ど
緊
急
時
に
も
地

域
の
チ
カ
ラ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
充
実
し
て
い
く

た
め
に
、
井
原
市
社
協
で
は
地
区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
う
た
め
、
定
期
的
に
交
流
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
・
た
す
け
あ

い
・
さ
さ
え
あ
い
」
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

井
原
市
で
も
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
育
児
に
不
安

が
あ
っ
て
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手

が
い
な
い
子
育
て
世
代
や
、
生
活
の
中

で
身
の
回
り
の
困
り
ご
と
が
あ
っ
て
も

頼
め
る
相
手
が
い
な
い
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど
、
地
域
に

は
相
談
や
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯

が
、世
代
を
問
わ
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
困
り
ご
と
に
対
し
て
地
域

住
民
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
思
い
を
持

ち
、「
ち
ょ
っ
と
」
困
っ
て
い
る
こ
と

に
、「
ち
ょ
っ
と
」
お
手
伝
い
す
る
こ

草取りボランティア

地区社協ボランティアセンター交流会

と
で
大
き
な
喜
び
に
つ
な
が
り
ま

す
。
小
さ
い
「
ち
ょ
っ
と
」
を
自

然
な
形
で
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

は
、
ま
さ
に
〝
た
す
け
あ
い
は
地

域
の
チ
カ
ラ
〟
と
な
っ
て
活
か
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

10
年
後
、
20
年
後
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
、
今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
、
福
祉
の
風
土
づ
く
り
を
目
指

し
て〝
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
〟

と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
、「
お
互

い
さ
ま
」
の
気
持
ち
で
さ
さ
え
あ

い
、
た
す
け
あ
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
共
助
を

人
と
つ
な
が
る
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１．普段から人とつながろう！

２．緊急時の必需品は人それぞれで
　　違う事を知っておこう！

３．知識を経験に変えておこう！

４．町中を見渡して把握しておこう！

５．『一人のスペシャリスト』より、
　　『ちょっとできる人』を増やそう！

み
ん
な

日
々
楽
々

〈 

モ
ッ
ト
ー 

〉
一緒に食事を！

　井 原 地 区 社 会 福 祉 協 議 会　
会長　茂　原　一　彦　さん

① ずばり！我が地区はこんなところ
あかるく　  あたたかく　  水のよいところ

「種田山頭火の句のとおりの地区でありたいです。」

② 地区での活動　
高齢者との交流、給食サービス
児童・園児とのふれあい
男性料理教室
大鍋の会
たすけあいセンター

「て
・ ・

ごが必要な人に て
・ ・

ごをしに行きます。」

※コロナ禍により現在休止中の活動があります。

③ 活動への思い
お互いに楽しく

④ こんな地区を目指します！
移り住んでみたいところ

1947年2月井原町新町生まれ。
趣味はスーパーカブ♪
民生委員・児童委員を6年間務め、
2014年より井原地区社会福祉協議
会会長就任。

「シニアネット井原」「スポーツ吹矢
井原」各代表を務める。

井 原 地区社会福祉協議会 地 区 社 協 紹介 No.1

防
災
の
入
り
口

　

災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

毎
年
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
研
修
会
で
は
、
や
か

ん
と
丸
め
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
使
っ
て

焼
き
芋
が
で
き
る
か
と
い
う
実
験
や
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
携
帯
電
話
を
使
っ
て

即
席
の
ラ
ン
タ
ン
を
つ
く
る
方
法
な
ど

を
学
び
、「
知
っ
て
い
る
」
を
「
や
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
に
変
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
家
族
や
友
人
・
ご
近
所
と

つ
な
が
り
、
お
互
い
に
必
要
な
も
の
を

確
認
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
え

る
も
の
は
何
か
一
緒
に
試
し
て
お
く
こ

と
は
減
災
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
が
、
防

災
は
希
望
を
も
っ
て
み
ん
な
で
日
々
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
経
験
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

地 区 人 口：4,467名
　　　  (令和3年3月末)

福祉員人数：　181名
サ ロ ン 数：９サロン

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

講師
あそびの工房もくもく屋

田
た

　川
がわ

　雅
まさ

　規
のり

　氏

防災のポイント

▲竹串で焼き芋の火の通りを確かめる参加者

▲大鍋の会
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基本理念　「ふれあい　たすけあい　ささえあい」のまちづくり

　令和３年３月２４日に理事会、２６日に評議員会を開催し、令和３年度事業計画及び収支予算が

承認されました。地域共生社会の実現を目指し、各地区社会福祉協議会並びに市民のみなさまと協

働して、誰もが住み慣れた地域で家族や仲間に囲まれ、安心していきいきと暮らせる社会の実現に

向けて事業を推進してまいります。

　また、これまでの地域に根差した活動で形成してきたノウハウやさまざまなネットワークを活か

しながら、井原市障害者相談支援センター業務や生活困窮者に対する家計改善支援事業にも取り組

み、今後も地域福祉の推進役としてさらに取り組んでまいります。

【重 点 目 標】
  １．地域福祉・在宅福祉の総合的推進と支援活動の強化
  ２．地区社会福祉協議会の活性化・地区ボランティアセンター活動の推進
  ３．介護保険事業の適正な運営とサービスの充実
 ４．障害者・生活困窮者等の自立に向けた相談事業・支援事業の充実

令和３年度  事 業 計 画  予 算

すぱーく美星管理運営事業・・・・・・505千円

いばらサンサン交流館事業・・・・ 27,218千円

歳  入 歳  出

介護保険収入
44％

経常経費補助金収入
22％

受託金収入
12％

その他
7％

障害者福祉
サービス事業

10％

会費収入
1％

寄付金収入
1％

共同募金
配分金収入

3％

法人運営事業
18％

地域福祉活動
推進事業

15％

共同募金
配分金事業

3％

訪問介護事業
16％

居宅介護
支援事業

12％

やすらぎ
センター事業

21％

障害福祉サー
ビス事業

11％

その他
4％

■介護保険収入 103,062千円

■受託金収入 28,151千円

■会費収入 3,501千円

■共同募金配分金収入 6,534千円

■法人運営事業 42,862千円

■共同募金配分金事業 6,834千円

■居宅介護支援事業 26,904千円

■障害福祉サービス事業 25,288千円

■経常経費補助金収入 50,229千円

■障害者福祉サービス事業 22,828千円

■寄付金収入 3,000千円

■その他 15,263千円

■地域福祉活動推進事業 35,893千円

■訪問介護事業 36,303千円

■やすらぎセンター事業 50,145千円

■その他 8,339千円
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◇
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文
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匿
　
　
名

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
3
年
2
月
16
日
〜
令
和
3
年
4
月
15
日
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

　
2
0
2
1.5

.17
発

行
こ

の
広

報
紙

は
、共

同
募

金
の

配
分

金
で

発
行

し
て

い
ま

す
。

社
会

福
祉

法
人

井
原

市
社

会
福

祉
協

議
会

☎
 ０

８
６

６
−

６
２

−
１

４
８

４

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時
ふ れ あ い
福 祉 相 談 日常生活上の心配ごとや悩みごと等の相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭貸借・境界問題等）

　6/ 1 （火） 
　6/22 （火）       
　7/13 （火）

10：00〜15：00
13：00〜16：00
13：00〜16：00

ひ き こ も り
専 門 相 談

要予約
専門家によるひきこもりに関する相談

　5/26 （水）
　6/23 （水） 

10：00〜12：00

療 育 相 談 就学前の子どもの心配や悩みごとに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

金 銭 管 理 等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

福 祉 貸 付 相 談 世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

ふれあい福祉相談センター 【予約先】井原市社会福祉協議会　☎62－1484

※相談は無料で秘密は厳守します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（祝日は除く） 

〜新型コロナウィルス感染の拡大状況により、 中止する場合があります〜

～井原市社会福祉協議会　　　　　
　　　美星支所　移転のお知らせ～
　井原市役所美星支所内に移転しました。
　お気軽にお問い合わせください。

　　井原市美星町三山１０５５
　　TEL：８７−４１４１（変更なし）
　　FAX：８７−９０５６（社協あて）
　　メールアドレス：b.syakyo@gmail.com
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ふれあいサロン保険に加入しましょう！
　安心して楽しいサロン活動を行うために、ぜひ加
入しておきましょう。
　加入時には、必ずサロン参加者名簿（氏名・住所・
電話番号）の提出をお願いします。

Ａプラン：１３円　Ｂプラン：２７円
　　　　プランによって補償金額が違います。

※サロン開催日の２日前まで（土日祝日を除く）の加入
　をお願いします！

要約筆記奉仕員養成講座
　　  受講生募集！
日　時：第２・４土曜日
　　　　９時～１２時
期　間：７月～３月
場　所：井原市総合福祉センター　２階
締　切：６月２５日（金）
受講料無料！（テキスト代は必要）
※申込書はホームページからもダウンロードできます。


